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４
月
行
事
予
定
表

198

努
力
の
成
果 

　
私
た
ち
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
男
子
は
部

員
　
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
名
の
計
　
名
で
、

女
子
は
部
員
８
名
で
活
動
し
て
い
る
。
部
顧

問
は
男
子
が
野
崎
先
生
と
元
尾
先
生
、
女
子

は
粟
ヶ
窪
先
生
と
大
薗
先
生
だ
。

　
１
月
の
春
高
予
選
で
は
、
男
子
は
１
回
戦

鶴
翔
に
２
―
０
で
勝
利
し
、
２
回
戦
鹿
商
に

０
―
２
で
敗
れ
た
。
女
子
は
１
回
戦
松
陽
に

０
―
２
で
敗
れ
た
。

　
体
育
館
の
修
理
な
ど
も
あ
り
、
思
う
よ
う

な
部
活
動
の
練
習
が
出
来
な
い
と
き
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
言
い
訳
に
す
る
こ
と
な
く
、

工
夫
し
て
、
き
つ
い

こ
と
に
も
妥
協
す
る

こ
と
な
く
、
質
の
高

い
練
習
を
し
て
い
き

た
い
。
私
た
ち
２
年

生
は
６
月
の
県
大
会

で
引
退
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
悔
い
が
残
ら
な

い
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

 

栄
光
に
近
道
な
し

　

　  　
２
月

「せりよさ」は沖永良部島の古名

　
２
月
　
日
（
土
）
、
沖
泊
で
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
。
生
徒
会
を
は
じ
め
、
多
く

の
部
活
動
生
や
３
年
生
、
先
生
方
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
く
れ
た
。

　
私
は
最
初
、
海
岸
を
見
た
と
き
に
驚
い
た
。
今

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
環
境
汚
染
は
こ
う
い

う
所
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

ど
こ
か
か
ら
流
れ
て
き
た
ビ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

誰
か
が
捨
て
た
ゴ
ミ
。
沖
永
良
部
の
自
慢
で
あ
り
、

私
た
ち
の
宝
で
も
あ
る
海
な
の
に
…
。
落
ち
て
い

る
ゴ
ミ
全
部
を
拾
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

皆
が
一
生
懸
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
く

れ
た
お
か
げ
で
、
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に
ゴ
ミ
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

普
段
の
生
活
で
も
、
落
ち

て
い
る
ゴ
ミ
に
気
づ
い
た

ら
拾
い
、
い
つ
ま
で
も
き

れ
い
な
エ
ラ
ブ
で
い
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
へ
、
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。

　
３
月
２
日
（
月
）
、
第
　
回
卒
業
式
が
厳
粛

か
つ
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
　
名
の
卒
業
生
が
旅

立
ち
の
日
を
迎
え
た
。

　
卒
業
証
書
授
与
で
は

担
任
の
呼
名
に
堂
々
と

応
え
、
代
表
の
手
に
卒

業
証
書
が
渡
さ
れ
る
と

晴
れ
や
か
な
顔
が
ま
す

ま
す
輝
い
て
見
え
た
。

  

校
長
は
式
辞
で
「
夢

と
高
い
志
を
持
ち
続
け
、

変
化
を
柔
軟
に
受
け
止

め
、
誠
実
に
人
生
を
生

き
て
い
こ
う
」
と
い
う

言
葉
を
贈
り
、
沖
吉
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
は
、
「
皆
さ

ん
な
ら
様
々
な
困
難
に
遭
遇
し
て
も
、
解
決
し

て
更
に
自
分
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ

て
、
『
乾
杯
』
の
歌
で
祝
福
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

平
安
知
名
町
長
か
ら
も
、
「
ふ
る
さ
と
の
温
も

り
と
家
族
や
地
域
の
愛
情
を
忘
れ
ず
に
今
後
の

人
生
を
有
意
義
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
教
育
委
員
会

や
出
身
中
学
校
、
転
勤
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
も

幸
福
を
願
う
多
く
の
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
在
校
生
代
表
の
吉
田
雄
輝
く
ん
が
、

「
夢
を
追
い
か
け
る
勇
気
を
失
わ
ず
に
こ
れ
か

ら
も
光
を
つ
か
み
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
送
辞
の

言
葉
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
代
表

の
川
添
恭
平
く
ん
は
、
「
学
校
行
事
や
部
活
動
、

勉
強
を
通
し
て
多
く
の
友
情
や
絆
、
経
験
を
得

ら
れ
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
と
な
っ

た
」
「
あ
る
授
業
の
際
に
先
生
か
ら
聞
い
た
『
人

は
や
れ
ば
で
き
る
』
と
い
う
言
葉
が
大
好
き
で

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て

保
護
者
へ
の
感
謝
の
思
い
や
後
輩
た
ち
へ
の
温

か
い
激
励
の
思
い
の
こ
も
っ
た
答
辞
を
述
べ
、

会
場
中
の
人
々
の
胸
を
熱
く
さ
せ
た
。

　
ま
た
、
保
護
者
代
表
と
し
て
福
井
源
之
助
さ

ん
が
、
３
年
間
の
本
校
へ
の
感
謝
と
今
後
の
発

展
を
祈
念
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
さ
ら
に
本
年
度

は
、
本
校
卒
業
　
年
生
も
式
に
参
加
さ
れ
、
温

か
く
卒
業
を
祝
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
卒
業
式
後
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
や
謝
恩
会
で
は
、
担
任

の
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
、
卒
業
生
と
の
思
い
出
や
、
今
後
の
人
生

に
対
す
る
は
な
む
け
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
卒

業
生
か
ら
も
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
保
護
者
、
先

生
方
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
や
３
年
間
の
思

い
出
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　
沖
高
で
の
３
年
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

と
し
て
卒
業
生
の
胸
に
刻
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
支
え
と
も
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
ん
だ
道
で
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

（
部
長
　
吉
田
　
雄
輝
）

45

12:45

12:45

 

国
公
立
大
学
現
役
生
　 

　
名
合
格

感
謝
の
思
い
を
演
舞
に
乗
せ
て

～
第
　 

回
卒
業
式
～

27

12

24

16

21

生
徒
会
副
会
長
　
菊
地
　
美
月

　
３
月
７
日
土
曜
日
の
午
後
６
時
　
分
よ
り
、
エ

イ
サ
ー
部
に
よ
る
卒
業
公
演
が
開
催
さ
れ
た
。

　
エ
イ
サ
ー
部
は
、
字
の
敬
老
会
、
島
内
の
イ
ベ

ン
ト
、
地
区
の
総
合
文
化
祭
、
県
の
発
表
大
会
な

ど
、
様
々
な
舞
台
を
、
こ
の
仲
間
で
作
り
上
げ
て

き
た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
こ
の
卒
業
公
演
が
最

後
の
舞
台
と
な
る
た
め
、
３
年
間
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
精
一
杯
の
演
舞
を
皆
様
に
お
届
け

し
て
い
た
。

 
 

今
回
の
卒
業
公
演
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
の

も
、
会
場
の
あ
し
び
の
郷
ち
な
を
は
じ
め
、
生
徒
、

保
護
者
、
地
域
の
方
々

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
結

果
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
。
最
後
に
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
方
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ

る
。

か
け
が
え
の
な
い
「
宝
物
」を
胸
に
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水�

学
年
始
休
業(

～
４
／
５)

木�金 

職
員
会
議
　
各
種
会
議 

土�日�月�

新
任
式
　
始
業
式
　
大
掃
除

火�

第
　
回
入
学
式
　
部
顧
問
会

　 

新
任
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

水�

●
実
力
考
査
（
２･

３
年
）

 

　
対
面
式
　
身
体
測
定
　
写
真
撮
影

木�

●
新
入
生
考
査
（
１
年
）

 

　
●
実
力
考
査
（
２･

３
年
）

 

　
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
①

金�

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
②

　 

２
・
３
年
平
常
授
業(

　
分)

　 

安
全
点
検
日
　
部
活
動
紹
介

土�日�月�

学
科
朝
礼 

朝
課
外
開
始(

２･

３
年) 

 

　
４
月
分
諸
会
費
納
入
期
限

火�

マ
ナ
ト
レ
開
始(

１
年)

採
血(

職
員)

　 

心
電
図
検
査
（
１
年
・
職
員
）

水�

車
体
検
査(

全
学
年)

尿
検
査
一
次

木�

家
庭
訪
問
・
三
者
面
談
①

　 

Ｌ
Ｈ
Ｒ
　
尿
検
査
一
次

金�

家
庭
訪
問
・
三
者
面
談
②

　 

交
通
安
全
の
日

土�

ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
（
１
普
）

　 

土
曜
課
外
（
２･

３
普
）

　 

基
礎
力
診
断
（
全
商
）

日�月�

家
庭
訪
問
・
三
者
面
談
③

火�

家
庭
訪
問
・
三
者
面
談
④

 

　
内
科
検
診
①

水�

家
庭
訪
問
・
三
者
面
談
⑤

　 

内
科
検
診
②

木�

家
庭
訪
問
・
三
者
面
談
⑥
　

 

　
尿
検
査
（
一
次
脱
漏
）
　

金�

家
庭
訪
問
・
三
者
面
談
⑦

 

　
内
科
検
診
③

土�

進
研
記
述
（
３
普
）

日�

進
研
記
述
（
３
普
）

月�

学
年
朝
礼

　 

新
規
原
付
免
許
取
得
者
講
習
会

火�

夏
服
販
売(

１
年)

　 

～

水�

昭
和
の
日

木�

職
員
会
議
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～
エ
イ
サ
ー
部
卒
業
公
演
～

 

！

 16

　
今
年
度

　  　
　
私
た
ち
弓
道
部
は
、
男
子
５
名
女
子
６

名
の
計
　
名
で
、
顧
問
の
遠
山
先
生
の
指
導

の
下
、
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
島
に
唯
一
の
弓
道
部
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

練
習
試
合
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
環
境
だ
が
、
県
内
の
他
の
高
校
生
に

負
け
な
い
よ
う
に
練
習
し
て
い
る
。

　
弓
道
は
精
神
力
を
か
な
り
必
要
と
す
る
競

技
だ
。
こ
こ
ぞ
と
い
う
場
面
で
的
に
当
て
ら

れ
る
か
と
い
う
精
神
力
を
養
う
た
め
に
、
矢

を
射
る
間
は
常
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ほ
ん
の
一
瞬
の
気
の

緩
み
が
、
的
に
当
た

る
か
ど
う
か
を
大
き

く
左
右
す
る
。
こ
れ

か
ら
の
練
習
で
は
、

さ
ら
に
精
神
を
集
中

さ
せ
、
６
月
に
あ
る

県
大
会
で
、
前
回
の

大
会
の
反
省
を
生
か

し
上
位
を
目
指
し
て

精
進
し
た
い
。

正
射
必
中
弓
道
部 

（
部
長
　
轟
　
亮
二
） 

教
職
員
人
事
異
動

  

３
月
　
日
に
発
表
さ
れ
た
教
職
員
人
事

異
動
で
、
本
校
か
ら
は
６
名
の
先
生
方
が

転
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
生
方
は

生
徒
諸
君
の
た
め
に
誠
心
誠
意
尽
力
く
だ

さ
っ
た
。
先
生
方
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
た
い
。

　
国
　
語
　
遠
山
　
司
郎 (

垂
水
高)

　
地
歴
公
民

　
中
西
　
貴
雅 (

錦
江
湾
高)

　
保
健
体
育

　
福
田
　
大
介 (

頴
娃
高)

　
英
　
語
　
太
田
　
陽
子 (

甲
南
高)

　
商
　
業
　
本
田
　
博
史 (

鹿
児
島
商
高)

　
事
　
務
　
高
倉
　
由
美 (

加
治
木
高)

20

468

68

【
３
カ
年
皆
勤
賞
】

　 

伊
波
幸
弘
・
榮
　
大
志
・
福
永
新
之
助

　 

田
畑
　
健
・
宮
内
和
輝
・
安
田
洋
幸

　 

今
井
　
渚
・
寺
原
葉
月
・
福
島
文
音

　 

窪
田
の
ぞ
み
・
菊
地
美
優
・
重
信
七
海

　 

中
村
美
鈴

【
県
教
育
委
員
会
賞
】

　  

宮
元
千
幸
・
德
島
真
幸
・
中
村
美
鈴

【
高
文
連
芸
術
文
化
賞
】
　
安
田
洋
幸

【
鹿
児
島
県
産
業
教
育
振
興
会
賞
】
粟
田
良
樹
　

【
全
商
協
会
成
績
優
秀
者
賞
】
菊
地
美
優

【
産
業
教
育
振
興
会
中
央
会
賞
】
上
田
拓
久
人

【
全
商
１
級
５
種
目
合
格
】
　

　   

菊
地
美
優
・
清
原
菜
央

【
全
商
１
級
４
種
目
合
格
】
上
田
拓
久
人

　   

中
村
美
鈴
・
中
山
貴
美
子
・
粟
田
良
樹

【
数
学
検
定
準
１
級
合
格
】
田
畑
　
健

【
数
学
検
定
２
級
合
格
】

　
　
古
八
雅
樹
・
清
水
美
咲

【
英
語
検
定
２
級
合
格
】
久
保
美
早
樹

　   

川
畑
優
美
・
新
納
優
奈
・
古
八
雅
樹

　   

安
田
洋
幸
・
沖
吉
慶
也
・
原 

茉
梨
花

　
　
川
越
き
り
・
新
納
奈
歩
・
宮
元
千
幸

　
　
三
昌
な
ぎ
さ
・
福
永
新
之
助

【
日
本
漢
字
能
力
検
定
２
級
合
格
】

　
　
原 

茉
梨
花
・
林
　
美
春
・
和
田
愛
実

　　
・
北
海
道
教
育
大(

地
域
学
校
教
育)

　
・
横
浜
市
立
大(

国
際
総
合)

　
・
奈
良
女
子
大(

文)

　
・
尾
道
市
立
大(

経
済
情
報)

　
・
下
関
市
立
大
２
名(

経
済
・
国
際
商
学)

　
・
北
九
州
市
立
大(

法)

　
・
福
岡
教
育
大(

教
育)

　
・
長
崎
大
２
名(

水
産
・
教
育)

　
・
宮
崎
公
立
大(

人
文)

　
・
琉
球
大
４
名(

工
・
工
・
法
文
・
観
光)

　
現
役
　
名
は
、
記
録
の
残
る
過
去
　
年

間
で
、
最
高
だ
っ
た
平
成
５
年
に
並
ぶ
快

挙
で
あ
る
。
ま
た
公
立
短
大
に
も
６
名
合

格
し
た
。
素
直
で
純
粋
な
エ
ラ
ブ
の
子
供

た
ち
が
、
教
師
と
二
人
三
脚
で
粘
り
強
く

頑
張
っ
た
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
生

徒
の
頑
張
り
を
応
援
し
続
け
た
い
。
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